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不登校の子ども連と真剣に向き合し＼ 支援する大人も含めゆった

りとし毎時 間と空間を共 有することで′叱や体を開放し、一 緒に生き合っ

ていきたしせ願って活動を続けている明石紀久男きんを紹介します。

3 人の お子 さんの父 でもあ る紀久 男さ

ん、末のお嬢様が誕生した カ 年前、妻の

則子さんとセ ーターを企 画デザイ ンする

会社㈲マ スタ ッシュを設立（ 現在も社長

と代表の 2 足の ウラジ ）、必然的に関わる

よう にな つた子育てを通 して保育園の送

迎をはじめ PTA 活動や学童保育に参力□する

ようにな ります。子ども連のそばにいる時

間が増える事で学校という枠組みの中で

多＜ の子が疲 れた り苦 しんで いる現実を

知り父母 達も悩んでい る姿 に接す るよ う

にな ります。’妨－’親 臨床心理の学校 に通

いカウンセラーの資格を取得 しますが “心

の持 ち方 を変えで ’等 カウンセ リングだ

けで解決する事の限界や社会に対する疑

問か ら、 学校 と対等で いなが ら、 もっと

自由で市民的な感覚で向き合って生きて

い＜ もう 1 つ の軸と して 子ども連 と一緒

に変わ ってい ける場をとい う思いが募 り、

’靭 年「市民立の学び害をつ＜ る芸」結成

を経て Ⅹ沿1 年 フリースペース「木曜楽害」

を野外活動セン

ターに開設、翌

年「遊悠楽害」

と名称 を改 め

週2〔司の開催に

至っています。

スタ ッフの基本姿勢は “子どもに求め ら

れた時は応える事”、カ リキ ュラムに沿 っ

て何 かを行な うので はな＜ 、 じっくり自

分自身や 他の人と向 き合う時間を大切 l与

して います。そんな中子 ども連が決 まっ

て行なうのは “その日の記録を何らかの形

で残す事’’、とはいっても絵や線画だった

り日付と名前だ けでも O K 。ゆ った りと

した時間と空間の中 で人との関わ りを通

して自分自身がや りたい事を発見 し、目標

が見え る事で行か れなか った学校へ 自ら

復学 してい く子ども達の姿か ら「本 当に

生きるって、言われた事をするのではない」

と問題提起 して いるのに気付かせて くれ

たとお っ しやる紀久男 さんで す。時には

コ

です。取材依頼も
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この場に来れるよ うになるまで何 ヶ月も

かかるケースもあるそうですが、そのプ ロ

セスこそ重要である事を実感 しています。

定期的な通信の発行や親の芸も開催、

“一緒にい るけど同 じじゃない・同 じに し

てるけど一緒 じやない’◆を前提 に違いを

認め合い共に生きるユニバ ーサルデザイ

ンや ジェンダ ーの視点 も持ち合わせ た方

です。写 月は 3 周年記念 イベ ン ト（→ お

矢口らせ掲示板参 照 ）も企 画、 他団体 との

交流・情報交換や而の教育研究所適応指導

教室の生徒・県のボランテ ィア研修生受 け

入れなど行政とも連携を深めています。

よ き 理 解 者 で も あ る

則子 さんは 素材 を生か す

ニッ トデザ イナ ーと して

3 5 年、 “KOR tNO A”とい う

ご自身 のブ ラ ン ドをデ ザ

インし続 けてい らっ しやい ます。
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